
日本では『死刑はやむを得ない』のですか 

－海外からみた日本の死刑制度－ 

プログラム 

・青木 理 氏 と 小倉 孝保 氏との対談 
  （ジャーナリスト） （毎日新聞記者） 

 対談テーマ 
「世界から、日本の死刑制度はどう見られているか 」（仮題） 

 
・スペシャルビデオメッセージ 
 ディビッド・Ｔ・ジョンソン 氏 
 （ハワイ大学教授。「アメリカ人の見た日本の死刑」著者） 

日時：2024年10月19日（土）午後１時～４時 

開場：午後０時３０分 （Zoomは0時５０分から入室可能です） 

場所：弁護士会館クレオＢＣ 
住所：千代田区霞が関１－１－３ 弁護士会館２階 

最寄り駅：東京メトロ霞ヶ関駅B1-b出口より直通  

入場無料 

－申込不要－ 

配信あり 
－Zoom－ 

Ｚｏｏｍでのご参加希望

の方は、ＱＲコードをご

利用ください。 

ＱＲ 

  
主催：東京弁護士会  問い合わせ先：人権課 ＴＥＬ：０３－３５８１－２２０５ 

共催：日本弁護士連合会 

 本年１１月に、５年に１回行われる内閣府による「基本的法制度に関する世論調査」におい

て、死刑制度の存廃等について世論調査も実施されます。 

 この世論調査においてはこれまで、「死刑制度はやむを得ない」という回答が８０％以上

を占めるとされてきました。 

 でも、他の142もの国では死刑が法律上または事実上廃止されているのに、なぜ日本では

「やむを得ない」のでしょうか？ 日本は、「独特の死刑存置国である」という評価もあり

ますが、死刑を廃止した国々と、どこが違うのでしょうか？ 

 死刑を存置していることで、国際社会の中でどのような扱いを受けているのでしょうか？ 

 日本における「死刑廃止」の意義と難しさを、国際的な視点から探ります！  

小倉 孝保 青木 理 

毎 日 新 聞 記 者。ノ ン
フ ィ ク シ ョ ン 作 家。 
著作「戦争と民衆 イラ
クで何が起きたのか 」
「ゆれる死刑 アメリカ
と日本 」「３５年目の
ラブレター」等 

ジャーナリスト。ノン
フ ィ ク シ ョ ン 作 家。 
著作「日本の公安警察」
「絞首刑」「トラオ 徳
田虎雄 不随の病院王」
「日本会議の正体」「安
倍三代 」等 

東京弁護士会 
公式キャラクター 

 べんとらー  


